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制 4飴 牛五ま阜 酬明開

-日時:平成31年3月10日(日) ・会場:大阪府鍛灸師会館3階
・這飾:日本銭灸研究会代表篠原孝市先生

-医道の日本 2019年3月号 『臨床Iζ活かす古典Ilo.82 内 経 そ の3Lのお話より

家本主主一氏の著作 7黄帝内経素問訳注二 7黄帝内経霊枢訳注二 (医道の日本社)から教わった非主語に重要

なこと、それは正穫な現代語訳ができな付ればだめなんだということである。白文を読むとなんとなく読

めたような気分になる。訓読をみてちなんとなく読めた気分になる。しかし実際は現代語訳をすると、わ

けがわからないということが多い。 現代芸訳を正確にしなければならないということが、勉強になった。

中国の弱気春(かくあいしゅん)というひとの著作でち原文、原文の厳密な絞訂、びっしりとつけられた

考証、語床的な解釈、現代中国語訳がちゃんとある。中国の良い本は現代雲訳が皆ついている。現代語訳

をしないと自分がどのように島幸釈しているかが読者に伝わらない。いい加減なものは現代語に訳すと、ぱ

れてしまう。
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蓄至教諭篇(ちよしきょうろんへん)第七十五

第四重

帝日く、三屋， J;i1J(立と.'J.)歪ゑ査鉱L 是れ(L:fl)三鰐井ゼて{あわゼて)至る。弁ぜて至ること風雨の

如く(ごとく)なれば、上(かみ)、厳疾(てんしつ}を鑓し{なし)、 下(しち)、重量病(ろうぴょう}を属す。

(訳文)

黄帝が雲う。 f三陽の経訴の気が一緒になってやってくると、あたかも毘や雨のように押し寄ゼてき

て、からだの上のほうでは嬢疾という病気をおこし、からだの下のほうでは漏病を起こす。

(祭説)
『三陽jを解釈するとき事事語審というひとの解釈を採用することとした。それによると三隠とは、手足の

三隠の気(手の太陽 ・陽明・少陽と足の太陽・陽E月・少隠)のことと祭釈している。

ほかに三隠というのは陽のちっとち強いちの、 手足の太陽の経訴をさすという解釈ちある。

事Il~春{ま『濁りj を 『濁J の字で読むべきだと雲う. f濁Jは I重Jという文字と蓄が似ていて意味が

重なる。 f重J(ま f累J(かさなる)の意味jlある。 f=程、重ね李主E者位、 Jと解釈している。

f綴疾(てんしつ)Jは、後の時代のてんかんに近いちのと雲われている。

f濡病jについて新校正の注は楊上善(ょう じようぜん)というひとの注祭を採っている。それによると

『大小便が出てとまらない。 下から漏らす病気Jとある。

外、期すること無く、肉、正すこと無く、紐記(けいき)1ζ中たらず(あた6ず)。診、上下の書を以て(ち

って)別つべきこと無し、と。



{訳文)
f外涜均病というちのは、からだの外側においてち内側においてち常なる状態にはない。 きちっとした線

引きのない状態になる。からだの上の方の病ち、下の方の病ち、診察しようとしてち?陰陽傍(いんようで

ん)11という書物を使ってち分別することはできないJ

{解説)

事事語審というひとは著書 貰帝内包素問品工の中で、周学渇(しゅう がつかい)の『内経評文(だいけ

いひょうぶん)jを号|く。ここでは 「以書別(蓄を以て別つ)Jに 「之Jの字を入れて「以書別之(蓄を以て之

れを別つ)Jと文章をわかりやすくしている。また馬玄室(ぱげんだい)の注 fかくのごときは又、 蓄によ

ってこれを知るのみ。その書物lま 7陰陽傍』であるjという部分ち引用している。

f診無上下。 以書別Jを f診、上下の蓄を以て思jつべきこと無しJと読むか、日本寛文三年本の読み方

f診、 上下無力、ずんぽ、蓄を以て別つ【症状が雲迷して、わけがわからない場合は 7陰陽傍iという本で

判別できるだけだ]Jとするかで解釈が異なる。

雷公臼く、臣力唱、愈る(いゆる)こと疏(まれ}なり。慧を説きたまわんのみ、と。

{訳文)
雷公は言う。 rわたしが治療してみてち、あまり治るちのがない。深い治療法の意味合いを蒋、いて、自

分の治療に対するうたがいのこころを止めてしまいたい。だから、 ぜひ話をきかぜてくださいJ

{解説)

f疏J の字、原文の字は足へんである。ヨ本寛文三年本では n~霊J の字となっている。

日本寛文三年本では、上記 f怠る(いゆる)こと疏(まれ)なりJの部分を f践(まれ)に愈ゆ(いゆ)Jと読

む。

ここの原文は『雷公目。 匡治益~。 議室血亘』である。裂衡如(りゅう こうじょ)というひとが絞訂し

た1963年人民衛生出版社績務本(いわゆる梅花本)、 張燦こう(等)の 『黄帝内経素間校震』はこれを採用し

ている。それに対して文章の切り方がちがう解釈がある。事事語審(かくあいしゅん}、 龍伯堅(りゅうはっけ

ん}は『雷公目。匡治益。盆議室E亘』と文章を切る読み方を採用している。
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道のりちそろそろ終盤です。 ~素閏』 の~をさEいてみまゼんか。毎月休ま事努二日曜です。

『薬師』はまだしばらく続きます。そして F素閏』の次は 7霊極』を予定しています。

{素問勉強会世話人 東大阪地1或訟本政己)


